
一旦タバコを吸い始めてしまうと、

なぜかやめられなくなります。そして

長年吸い続けていると、有害成分満

載の煙を「おいしい」とさえ感じてしま

うのです。 

こんな不可解な現象が起きる原因

は煙に含まれる“ニコチン”にあります。

ニコチンが脳に届くと快感を生むドー

パミンが大量に発生します。すると勝

手に心地よくなり、タバコのおかげだ

と思うわけで、これが「おいしい」の秘

密です。 

ところがニコチンはすぐ消えてしまう

ので、大量のドーパミン放出を経験し

た脳は、新たなニコチンを要求するよ

うなります。脳内報酬回路に異常が

起きているわけで、これが“ニコチン

依存症”という病気です。 

 

この病気になると、来る日も来る日

も朝起きて夜寝るまでの間はずっとニ

コチン濃度を“満足ゾーン”に保つた

めに頻繁にタバコを吸わなければな

らなくなるのです。 

 

そんな状況に自分が陥った姿を想

像してみて下さい。とても憂鬱な気持

ちになりませんか。 

来る日も来る日も朝から晩までタバ

コを手放せない生活が待っているの

ですから、吸い始めてはいけません。 
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